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万座ジャンボカラマツ林 スノーシューツアー 

準備・対応マニュアル 
 

≪申込受付について≫ 

 
 このツアーは厳冬の万座で、約 180 分（3 時間）に渡り雪上ウォーキングをするツアー

です。時間配分は徒歩時間 70 分、自然観察 90 分、送迎や送迎待ち、準備体操等 20 分

です。そのようなツアーに体力的に耐えられるお客様であるかを見込んで申込受付を

してください（そうでないと、きちんと心構えのあるお客様が迷惑しますし、心構え

のないお客様は恥をかいてしまいます）。 

 

 服装については、防寒着、防寒帽、防寒手袋とチラシにうたってはいるものの、お客

様は読んでいない場合があります。「防寒のご準備は大丈夫ですか？」と口添えしてく

ださい。また、「十分な防寒の用意がないが大丈夫ですか？」と問い合わせて来るお客

様もいますが、なるべく、ウエアーレンタル（半日 2,000 円）をお薦めしてください。

参加したら最後、途中で引き返すことはできません。スキーやスノーボードができる

格好で参加していただくようにしてください。そうすることで、できる限りレンタル

売り上げ、売店の手袋・帽子の販売促進につなげてください（最悪は、忘れ物の手袋

がレンタルにあります）。 

 

 現地にはトイレがありませんので、最低でも 180 分以上トイレの我慢ができるお客様

かを見極めてください（女性のお客様は特に）。 

 

 ご家族、親子で参加したい気持ちは解かりますが、日ごろ運動していないご老人やお

子様が雪山で 3 キロ歩けるはずがありません。 

 

 遅刻は、他のご参加のお客様に大変な迷惑がかかります。全国の事例では、自然体験

ツアーが予定時刻で終わらなかったために予定の電車や仕事に間に合わなく、損害賠

償を請求される事例が発生しています。当日午後 7：30 のレンタル合わせの時刻を、

確実に守ってもらってください。 

 

 靴（スノーボード用）のサイズは、22cm～30cm。29cm と 29.5cm を欠く 0.5cm 単位

で揃っています。この足サイズ以外のお客様は、ご参加できません。どうしても参加

したい場合は、ご自分の靴でご参加いただきます。 

 

 ツアー定員人数は、20 名様までです。（2009 年 2 月現在） 
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 上記の点に注意して、フロントカウンターにある「スノーシューツアー申込受付帳」

に記入または申込用紙を貼り付けてください。 

 

 申込用紙がない場合は、木村デスクの横に予備がありますので補充してください。 

 

 

 

≪前日 7：30、スノーシュー合わせ≫ 
 

 スノーシューツアーはこの時点からすでに始まっています。ご参加のお客様とのスキ

ンシップを図りご安心していただくために、必ず、翌日ガイドする本人が担当してく

ださい。 

 

 ブーツは、お客様が記入したサイズより 0.5cm 大きなサイズをお出ししてください。

足が固定されるスノボーと違って 3 キロ歩きますので、ぴったりのサイズだと爪が当

たって痛くなります。ひもを上まで縛った上で、周りを歩いていただき、「いかがです

か、3 キロ歩けそうですか？」と伺ってください。 

 

 ブーツを合わせたら、スノーシューの履き方を練習します。 

 

1. かかとにあるベルトを緩める 

2. 台形のアルミが露出している部分にかかとを乗せる 

3. かかとにあるベルトをやや締める 

4. 足の甲を締めるバックルを、先から順に締める 

5. バックルを締めた後で、最後にもう一度かかとのベルトを締める 

 

 スノーシューは当館の在庫は S が 8 足、M が 7 足です。足りない場合は木村個人のも

のを貸し出します（S が 4 足、M が 3 足、L が 1 足あります）。 

 

 その位置で数回足踏みをしてもらい、スノーシューとはどんなものかを、確認しても

らってください。 

 

 スノーシューを外していただきます。この際に、ワンタッチでバックルを外す方法を

説明してください。 

 

 ストックをお配りします。長さはスキー時の選び方と同様に、基本的には肘が直角に

なるくらいですが、ご本人に持っていただいて、振りやすそうなものを選んでいただ

いてください。 
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 明日の集合時間・場所（9：00 ロビー）、服装について、トイレがないので集合時間の

ギリギリ前にお済ませいただくこと･･･などをご案内します。 

 

 コースの概要も、話せるようならお話してください。汗はかくほどではなく、にじむ

程度です。水は、ほとんどいりませんが、どうしても必要なお客様は、250ml ほどの、

ポケットに入るくらいのものをご用意ください。 

 

 ウエアーがないお客様は、できる限り借りていただきたいのですが、当日の天気によ

りますので、朝 8：00 からレンタルコーナーが開いているので、9：00 集合までの間

に、ご自身で必ず外を散歩して、3 時間持つかどうかをご自身で確認・判断していただ

いてから借りていただくのが好ましいです。もちろん、先に借りておきたいお客様に

は貸して差し上げてください。 

 

 チェックアウトを済ませてからお集まりいただくようにご案内します。 

 

 

 

≪当日・朝≫ 
 

 朝 8 時から準備を開始。 

 

 フロントで天気を確認します。177 コール。天気が悪いようであれば、お客様に本

日中止の旨をご連絡します。 

 お茶と紙コップの準備。休憩場所（しなや樹）でお出しするお茶を準備します。

ポット（木村が持っています）に笹茶を入れてください（個人的な健康茶を用意

するも可）。コップは、逢古の水にある小さな紙コップを使います。紙コップも準

備してください。笹茶の量は、小さな紙コップだと 1ℓで 15 杯くらいです。 

 菓子の準備。休憩場所（しなや樹）では、売店のチョコレート菓子「純白樹のほ

とり」をお配りします（一人一個ずつ）。この菓子が最もこの休憩場所に合います。

お配りする際に売店で販売していることをセールスしてください。売店スタッフ

に「今日のスノーシューツアーで使用します」と報告し、持ち出してください。 

 ファーストエイドキッド（救急用具）を所持します。 

 木村デスクの棚にある熊撃退スプレーを所持します。 

 本多デスクにある無線機を所持します。 

 万座温泉観光協会に入山届けを出します。 

 

 8：50 には全ての準備を済ませ、9：00 に集まってくる参加者に備えます。 

 

 参加者には、できるようならもう一度トイレで用を済ませていただくようにご案内し
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 全員が揃ったら、玄関前に移動します。 

 

 駐車場係の方にお願いして、母樹林まで送迎していただきます。送迎車の手配に時間

がかかる場合は、玄関前で準備体操を行います。 

 

 

 

≪当日・現地≫ 
 

 現地のプログラムは別紙を見てください。 

 

 

 

≪当日・ツアー終了後≫ 
 

 送迎車が玄関前に着いたら、そのまま 1 階冬期出入口に誘導し、スノーシューなどの

用具を回収します。 

 

 フロントに戻り、備品を所定の場所に戻します。何か報告があれば、報告します。 

 

 万座温泉観光協会に、下山の報告 FAX をします。 
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万座天然カラマツ植物群落保護林の概要（案内人養成講座資料より）

【 対 象 地 】　　群馬県吾妻郡嬬恋村大字干俣字熊四郎山国有林 185 林班ぬ小班

【 面 積 】　　22.46ha（22.96ha のうち 0.5ha は貸付地除外）

【 林 齢 】　　1961 年（昭和 36 年）作成の採種林台帳では、更新年度　明治 3 年（1870 年）林齢 90 ／ 50 ～ 130

との記載があり、1965 年「カラマツ林の群落学的研究」に掲載されている当時の森林調査簿林齢では、

95 ／ 50 － 200 となっている。よって現在では平均 138 年生以上であると推定される。

【胸高直径】　　概ね 10 ～ 130cm　樹高　概ね 7 ～ 30m

【 標 高 】　　1,800m ± 40m　傾斜 5 ～ 15℃

【 気 象 】　　年平均気温 5℃　温量指数 44　年降水量 1,900mm

　　　　　　　最大積雪深　約４m（降雪 11 月、融雪５月中旬）

【 土 壌 】　　湿性腐植型ポドゾル化土壌

【法指定等】　　水源涵養保安林、保健保安林、上信越高原国立公園（普通地域）、万座風致探勝林、

　　　　　　　万座天然カラマツ植物群落保護林

【機能類型】　　森林と人との共生林（森林空間利用タイプ）

【保護林の概要】

　万座地帯は、群馬県西部で長野県との県境に位置している。本白根山西麓万座温泉周辺一帯の森林は、コメツガ、ト

ウヒ、オオシラビソ、ダケカンバ等が混生する亜高山帯林であり、林床にはチシマザサ、チマキザサ、クマイザサ等の

ササ類が密生している。

　保護林設定地は標高 1,800 前後で本白根沢の北側に隣接する台地状の緩傾斜地であり、天然カラマツの群落を形成

しており、トウヒやシラビソなどの針葉樹は、極端に少なくなっている。これはカラマツが代表的な陽樹であり、何ら

かの原因で新しく形成された裸地に一斉林として成立したものと考えられる。（本白根沢が氾濫し裸地化した箇所には

カラマツの稚樹が多く発生している。）

　本白根沢最上流部（当該保護林より上流約 500m）では、火山性有害ガス（亜硫酸ガス等）が発生しており、立ち枯

れ木が散在している。また、ガス発生箇所一帯は、温泉風化による崩壊地となっている。

　保護林設定地は、昭和 11 年に「カラマツ母樹林」として紹介されており、その後、昭和 17 年に「恒久母樹林」、昭

和 35 年に「一級採種林」に設定され、採取した種子から旧草津営林署赤川苗畑などで苗木が生産され、優良苗木とし

て広く普及されてきたものである。

　なお、東隣接地には、昭和 11 年に設定された「熊四郎山高山性針葉樹択伐天然更新試験地」があり、択伐の実施、

成長量等行ってきた。調査対象木（コメツガ、オオシラビソ、シラビソ、トウヒなど）の枯損が著しく現在では調査は

行っていないが、昭和 11 年から昭和 48 年までの調査記録は残されており、当時の林況等をうかがい知ることができる。

　万座地域一帯で、亜高山帯針葉樹が混生する中、ほとんど一斉林として成立している万座カラマツ林の特異性、火山

性有害ガス噴出地域という特殊な立地条件、学術的さらに母樹林としての歴史的価値等を有しており、この地域を代表

する植物群落として維持。保存するものである。
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①

②
③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

⑰⑱⑲⑳

【主な手入れと採種記録】

昭和 30 年地掻

　　34 年　台風被害 26 本

　　35 年　除伐（カンバ類）

　　36 年　種子採種 0.64kg

　　40 年　種子採種 29kg

　　40 年　除草剤散布 2HA

　　42 年　種子採種 60.4kg

　　43 年　歩道作設 917m

　　44 年　種子採種 0.2kg

　　50 年　種子採種 30kg

1kg の種子　268,100 粒

発芽率 35％

万座カラマツ天然母樹林

①スタート地点、段差注意
②カンバ林、万座の水の話
③一つ目のカラマツ巨木、クマの爪跡、シラビソの匂い
④トウヒの匂い
⑤偉大〔おおい〕なる母の木（ショハーの木）、（※戦国カラマツ）
⑥草薙カラマツ
⑦名もなきカラマツ巨木（病気の木）
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⑩ ⑪ ⑫ ⑬

⑭

⑮

⑯

案内マップ

⑧樹木の周りの雪
⑨マザーツリー（キノコが生えている）
⑩展望が良い平原
⑪しなや（樹）ぎ
⑫ヨガの木
⑬カバノアナタケ
⑭凍裂のカラマツ

⑮龍顔の松
⑯立ち枯れのカラマツ
⑰針葉樹の隠れ家
⑱下り斜面
⑲仁王カラマツ
⑳シラカバとカバノアナタケ
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す
。
私
は
、
日
進
舘
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
の
木
村
と
申
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

簡
単
に
、
コ
ー
ス
の
概
況
と
発
見
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
申
し
上
げ
ま
す
。
…
私
は
、
ス
キ
ー
や
ス

ノ
ボ
ー
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
、
ま
た
は
興
味
が
な
い
お
客
様
に
対
し
て
、
ど
う
に
か
し
て
冬

山
の
自
然
の
神
秘
さ
や
美
し
さ
を
ご
紹
介
で
き
な
い
か
と
考
え
、
２
０
０
６
年
の
冬
に
、
宿
か
ら

歩
い
て
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ツ
ア
ー
が
で
き
そ
う
な
と
こ
ろ
を
全
て
歩
き
倒
し
調
査
し
ま
し
た
。
す
る

と
、
滑
落
の
危
険
性
が
な
い
緩
斜
面
は
、
お
お
よ
そ
ゲ
レ
ン
デ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
解
か
り
ま

し
た
。
ゲ
レ
ン
デ
で
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
す
る
と
ス
キ
ー
ヤ
ー
等
と
接
触
事
故
の
可
能
性
も
あ
る
の

で
危
険
で
す
の
で
、
思
い
切
っ
て
、
宿
か
ら
車
で
移
動
し
て
か
ら
入
山
す
る
コ
ー
ス
を
探
し
ま
し



- 9 -

た
。
そ
ん
な
経
過
で
、
こ
の
類
ま
れ
な
カ
ラ
マ
ツ
巨
木
林
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

こ
を
、
今
日
は
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

あ
そ
こ
に
、「
天
然
母
樹
林
」
と
書
い
て
あ
る
看
板
が
あ
り
ま
す
ね
？

そ
う
で
す
、
こ
こ
は
、
カ
ラ
マ
ツ
の
母
樹
林
で
す
。
母
な
る
樹
（
き
）

の
林
で
す
。
こ
の
カ
ラ
マ
ツ
林
か
ら
採
っ
た
種
が
西
吾
妻
は
お
ろ
か
海

を
越
え
世
界
に
も
渡
り
ま
し
た
。
…
戦
後
の
拡
大
造
林
時
は
と
て
も
重

要
な
母
樹
林
で
し
た
が
、
や
が
て
カ
ラ
マ
ツ
の
種
を
採
る
需
要
が
無
く

な
っ
た
の
か
、
母
樹
林
の
指
定
も
解
除
さ
れ
、
人
々
の
記
憶
か
ら
も
忘

れ
去
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
３
年
前
に
こ
の
森
に
入
っ
て
、
私
を
迎
え
て

く
れ
た
カ
ラ
マ
ツ
は
と
て
も
立
派
で
、
中
に
は
計
測
の
仕
方
に
よ
っ
て

は
日
本
一
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

コ
ー
ス
は
、
ほ
と
ん
ど
平
坦
～
緩
や
か
な
傾
斜
地
で
、
距
離
は
３
キ
ロ
程
で
す
。
ス
タ
ス
タ
歩

け
ば
１
時
間
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
自
然
観
察
を
し
な
が
ら
、
遊
び
な
が
ら
歩
き
ま
す
の

で
、
１
５
０
分
く
ら
い
か
か
り
ま
す
。
女
性
の
方
で
ど
う
し
て
も
お
手
洗
い
に
行
き
た
い
お
客
様

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
私
が
携
帯
用
の
ト
イ
レ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
必
要
が
あ
り
ま
し
た

ら
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

〔
準
備
体
操
〕

〔
道
路
上
で
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
か
せ
る
（
コ
ー
ス
へ
の
段
差
を
登
る
前
に
）〕　

〔
本
部
に
こ
れ
か
ら
出
発
す
る
旨
を
連
絡
す
る
〕

　

さ
あ
、
そ
れ
で
は
皆
さ
ん
、
森
に
入
り
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
、
こ
の

段
差
を
な
ん
と
か
し
て
登
っ
て
く
だ
さ
い
。
よ
っ
こ
ら
し
ょ
っ
と
。
さ

て
、ま
ず
は
歩
き
方
…
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、実
際
に
は
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
に
は
歩
き
方
の
ル
ー
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
き
な
、
脱
げ
な
い

ス
リ
ッ
パ
を
履
い
て
い
る
だ
け
の
こ
と
で
す
。
注
意
点
と
し
て
は
、
気

張
っ
て
歩
か
な
い
こ
と
で
す
。
太
も
も
を
わ
ざ
わ
ざ
上
げ
る
よ
う
な
歩

き
方
だ
と
、
と
て
も
３
キ
ロ
は
持
ち
ま
せ
ん
。
だ
ら
し
が
な
く
て
構
い

ま
せ
ん
か
ら
、
引
き
ず
り
な
が
ら
楽
し
て
歩
い
て
き
て
く
だ
さ
い
。
で
は
、
つ
い
て
来
て
下
さ
い
。

②
さ
て
、
こ
の
あ
た
り
は
、
白
い
樹
木
が
多
い
で
す
ね
。
樹
皮
の

白
い
の
が
シ
ラ
カ
バ
、
橙
色
か
か
っ
て
い
る
の
が
ダ
ケ
カ
ン
バ

で
す
。
で
は
、
ど
ち
ら
が
よ
り
高
山
型
か
わ
か
り
ま
す
か
？
…
山
に
登

る
方
な
ら
ご
存
知
で
し
ょ
う
が
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
ほ
う
が
、
高
山
に
適

応
し
て
い
ま
す
。
樹
皮
の
様
子
を
見
て
く
だ
さ
い
。
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
ほ

う
は
、
皮
が
剥
が
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
ね
？
木
は
皮
の
内
側
に
形
成

層
と
い
う
細
胞
分
裂
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
内
側
（
木
部
）
と
外
側

（
師
部
）
の
両
側
に
向
か
っ
て
細
胞
分
裂
し
、肥
大
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

ダ
ケ
カ
ン
バ
の
ほ
う
が
、
外
側
、
樹
皮
の
ほ
う
へ
の
成
長
量
が
多
い
の
で
す
。
皮
が
厚
い
と
ど
ん

な
良
さ
が
あ
り
ま
す
か
？
…
そ
う
で
す
。
乾
燥
と
、
寒
さ
に
強
く
な
り
ま
す
。
ダ
ケ
カ
ン
バ
は
そ

う
進
化
す
る
こ
と
で
、
よ
り
寒
く
て
ラ
イ
バ
ル
の
少
な
い
環
境
に
自
分
の
居
場
所
を
つ
く
っ
た
の

で
す
。（
ニ
ッ
チ=

生
態
的
地
位
の
獲
得
）

　

こ
こ
か
ら
し
ば
ら
く
森
に
入
っ
て
い
き
ま
す
が
、
正
面
の
鬱
蒼
と
し
た
暗
い
森
に
対
し
て
、
こ

の
付
近
は
明
る
い
で
す
ね
。
そ
し
て
ダ
ケ
カ
ン
バ-

シ
ラ
カ
バ
の
若
い
一
斉
林
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
、
50
年
以
上
前
に
道
路
を
つ
く
っ
た
時
、
木
を
伐
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
成
熟
し

た
万
座
の
森
（
極
相
林
）
で
木
を
伐
っ
た
り
、
台
風
や
火
山
な
ど
の
撹
乱
の
た
め
に
裸
地
と
な
っ

た
場
所
で
は
、
通
常
で
は
こ
の
よ
う
な
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
森
に
な
る
と
思
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　

樹
木
の
隙
間
か
ら
見
え
る
あ
の
山
は
、
御
飯
岳
（
お
め
し
だ
け
）
と

い
い
ま
す
。
万
座
の
沢
水
は
硫
黄
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
飲

み
水
に
適
さ
ず
、
飲
料
水
は
あ
の
御
飯
岳
の
明
神
沢
と
い
う
沢
か
ら

取
っ
て
い
ま
す
。
清
流
に
し
か
棲
ま
な
い
ハ
コ
ネ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が

繁
殖
し
て
い
ま
す
。
冬
に
水
道
管
が
破
裂
す
る
と
、
そ
れ
こ
そ
死
に
そ

う
な
思
い
を
し
て
長
靴
で
駆
け
つ
け
た
も
の
で
す
が
、
今
は
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
の
お
陰
で
そ
ん
な
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
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③
こ
の
辺
り
か
ら
、
カ
ラ
マ
ツ
の
巨
人
達
が
私
た
ち
を
迎
え
て

く
れ
ま
す
。
こ
の
樹
形
を
見
て
く
だ
さ
い
。
と
て
も
カ
ラ
マ

ツ
に
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
が
高
原
に
ド
ラ
イ
ブ
す
る

時
な
ど
に
目
に
す
る
の
は
あ
ち
ら
に
あ
る
よ
う
な
、
真
っ
直
ぐ
な
カ
ラ

マ
ツ
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
母
樹
林
で
も
、
や
は
り
あ
の

よ
う
な
真
っ
直
ぐ
な
カ
ラ
マ
ツ
か
ら
種
を
採
っ
た
跡
が
見
ら
れ
ま
す
。

だ
っ
て
真
っ
直
ぐ
じ
ゃ
な
い
と
、
建
築
材
に
は
使
え
ま
せ
ん
よ
ね
？
だ

か
ら
、
山
に
植
林
し
て
あ
る
カ
ラ
マ
ツ
は
、
真
っ
直
ぐ
に
成
長
す
る
遺

伝
子
の
カ
ラ
マ
ツ
か
ら
種
を
採
っ
て
植
え
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
実
際
に
は
、
あ
の
よ
う
な
枝

が
暴
れ
て
い
な
い
カ
ラ
マ
ツ
は
、
生
命
力
は
弱
い
の
で
す
。
枝
先
に
ま
で
生
命
力
が
行
き
渡
っ
て

い
な
い
か
ら
、
真
ん
中
の
幹
だ
け
が
太
く
大
き
く
、
真
っ
直
ぐ
な
姿
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
暴
れ
カ
ラ
マ
ツ
の
腕
（
枝
）
を
見
て
く
だ
さ
い
。
幹
に
も
成
長
す
る
程
の
、
生
命
の
可
能
性

を
秘
め
て
い
ま
す
。
こ
の
カ
ラ
マ
ツ
な
ら
ば
、
も
し
台
風
で
主
幹
が
折
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
こ
の

枝
た
ち
が
太
く
大
き
く
な
っ
て
、た
く
さ
ん
の
葉
を
つ
け
、幹
の
代
わ
り
に
な
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ

う
。し
か
し
、あ
ち
ら
の
カ
ラ
マ
ツ
の
主
幹
が
折
れ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
？
枝
に
パ
ワ
ー

が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、あ
れ
以
上
太
く
な
れ
ま
せ
ん
。
す
る
と
根
を
養
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ず
、

枯
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

も
し
あ
な
た
が
一
つ
の
考
え
方
に
固
執
し
て
し
ま
っ
て
い
た
り
、
自
分
と
異
な
る
も
の
に
は
興

味
が
な
い
ど
こ
ろ
か
排
除
す
る
よ
う
な
タ
イ
プ
だ
と
し
た
ら
、
あ
な
た
の
基
盤
を
な
す
も
の
が
崩

壊
し
た
と
き
に
、
立
ち
直
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
あ
な
た
に
は
ど
ん
な
可
能
性
の
芽
も
枝

も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
も
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
す
。
こ
の
カ
ラ
マ
ツ
の
よ
う

に
、
自
ら
の
個
性
を
し
な
や
か
に
伸
ば
し
て
お
け
ば
、
例
え
ば
メ
イ
ン
の
仕
事
や
家
庭
が
崩
壊
し

て
も
、
や
り
直
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
心
を
し
な
や
か
に
。
そ
し
て
個
性
と
は
生
命
力

の
表
れ
だ
と
い
う
こ
と
を
、
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
木
を
見
て
く
だ
さ
い
。
ほ
ら
、
凄
い
爪
跡
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、

も
し
か
し
た
ら
熊
の
仕
業
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
こ
の
爪
跡
か
ら
は
、

何
か
松
脂
（
樹
脂
）
の
よ
う
な
も
の
が
流
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
脂
は
乾

く
と
固
ま
り
、
傷
を
コ
ー
ト
す
る
役
目
を
し
て
い
ま
す
。
で
も
傷
は
、

コ
ー
ト
す
る
だ
け
で
は
い
け
ま
せ
ん
よ
ね
？
殺
菌
や
防
虫
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
…
で
は
、あ
な
た
、こ
の
木
の
樹
皮
に
あ
る
膨
ら
み
（
ヤ

ニ
袋
）
を
潰
し
て
み
て
下
さ
い
。
…
〔
プ
チ
ッ
〕
…
ほ
ら
、
何
か
出
て

き
ま
し
た
ね
！
松
脂
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ
の
新
鮮
な
松
脂
の
匂
い
を

嗅
い
で
見
て
く
だ
さ
い
。
ど
う
で
す
か
、
オ
レ
ン
ジ
の
よ
う
な
香
り
が
し
ま
す
で
し
ょ
う
？
こ
の

木
の
脂
に
含
ま
れ
る
揮
発
性
物
質
は
オ
レ
ン
ジ
の
よ
う
な
匂
い
が
し
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
強
い
殺

菌
・
防
虫
作
用
が
あ
る
の
で
す
。
葉
っ
ぱ
も
少
し
ち
ぎ
っ
て
、
揉
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
ど
う
で

し
ょ
う
？
同
じ
よ
う
な
匂
い
が
し
ま
す
ね
。
こ
の
シ
ラ
ビ
ソ
と
い
う
樹
は
、
樹
体
が
傷
つ
く
と
直

ち
に
虫
や
細
菌
を
殺
す
香
り
を
放
ち
ま
す
。
し
か
し
、我
々
は
こ
の
匂
い
で
死
ん
だ
り
し
ま
せ
ん
。

逆
に
癒
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
哺
乳
類
は
、
植
物
と
共
生
し
つ
つ
進
化
し
て
き
た
か
ら
で

す
。
私
た
ち
は
植
物
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
生
物
だ
か
ら
で
す
。

④
で
は
、
次
に
こ
の
木
の
葉
を
ち
ぎ
っ
て
揉
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
木
は
ト
ウ
ヒ
と
い
い
ま
す
。
さ
っ
き
と
は
、少
し
違
っ

た
匂
い
が
し
ま
せ
ん
か
？
…
そ
う
で
す
、
今
度
は
レ
モ
ン
の
よ
う
な
匂

い
が
し
ま
す
ね
。
こ
の
よ
う
に
、
植
物
、
主
に
樹
木
が
自
分
で
作
り
だ

し
て
発
散
す
る
揮
発
性
物
質
を
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
と
い
い
ま
す
。
広
葉

樹
よ
り
原
始
的
な
針
葉
樹
の
ほ
う
が
、
強
い
香
り
を
放
つ
場
合
が
多
い

で
す
。
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
に
は
、
作
り
だ
し
た
樹
木
自
身
を
護
る
さ
ま

ざ
ま
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。
他
の
植
物
へ
の
成
長
阻
害
作
用
、
昆
虫
や

動
物
に
葉
や
幹
を
食
べ
ら
れ
な
い
た
め
の
摂
食
阻
害
作
用
、
昆
虫
や
微
生
物
を
忌
避
、
誘
因
し
た

り
、
病
害
菌
に
感
染
し
な
い
よ
う
に
殺
虫
、
殺
菌
を
行
っ
た
り
と
実
に
多
彩
で
す
。
土
に
根
ざ
し

て
生
き
る
樹
木
は
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
外
敵
か
ら
の
攻
撃
や
刺
激
を
受
け

て
も
避
難
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
を
作
り
だ
し
、
そ
れ
を
発
散
す
る
こ
と
で
自
ら

の
身
を
護
っ
て
い
る
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
哺
乳
類
は
、
樹
木
の
匂
い
を
か
ぐ
と
、
身
体
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生
理
機
能
が
向
上
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
祖
先
は
、
こ
れ
ら
の
樹
木
の
種
を

地
面
に
埋
め
て
蓄
え
た
ま
ま
忘
れ
、
そ
れ
が
発
芽
す
る
原
因
と
な
っ
た
り
、
実
を
食
べ
て
、
別
の

場
所
で
糞
と
一
緒
に
種
を
出
す
な
ど
し
て
繁
殖
を
手
伝
っ
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
樹
木
の
ほ
う

も
そ
れ
を
解
か
っ
て
い
て
、
哺
乳
類
に
と
っ
て
安
ら
ぎ
と
な
っ
た
り
、
体
調
が
良
く
な
っ
た
り
、

食
欲
が
出
た
り
す
る
よ
う
な
香
り
を
放
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
（
共
進
化
）。
森
林
浴
が
体
に

良
い
理
由
は
、
こ
の
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
を
全
身
で
浴
び
る
か
ら
な
の
で
す
。

⑤
さ
あ
、
見
事
な
カ
ラ
マ
ツ
で
す
ね
！
私
た
ち
が
こ
の
森
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
真
っ
直
ぐ
な
カ
ラ
マ
ツ
で
は
こ

の
木
が
一
番
大
き
い
で
す
。
し
か
し
、直
径
は
約
90
セ
ン
チ
で
す
。
も
っ

と
大
き
く
見
え
ま
す
ね
。
干
川
文
次
氏
の
手
記
に
よ
る
と
、〝
昭
和
37

年
ド
イ
ツ
の
シ
ョ
ハ
ー
（R.Schober

）
博
士
が
カ
ラ
マ
ツ
の
母
樹
を

見
に
来
た
と
き
、
一
本
の
大
き
い
木
の
下
に
行
き
木
肌
に
手
を
か
け
、

懐
か
し
そ
う
に
見
上
げ
、「
こ
の
母
樹
の
種
が
ド
イ
ツ
で
は
生
育
が
良

い
の
で
、
そ
の
母
樹
を
見
に
来
た
の
だ
」
と
満
足
そ
う
な
顔
を
し
た
…
〟
と
あ
り
ま
す
。
ど
の
カ

ラ
マ
ツ
に
手
を
か
け
た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
種
の
採
取
は
木
材
の
利
用
を
見
越
し
て
通
直

な
幹
の
カ
ラ
マ
ツ
か
ら
採
取
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
こ
の
森
で
姿
形
が
整
っ
た
カ
ラ
マ
ツ
で

最
も
大
き
い
こ
の
カ
ラ
マ
ツ
こ
そ
が
、世
界
に
行
っ
た
カ
ラ
マ
ツ
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
、シ
ョ
ハ
ー

の
木
（
偉
大
〔
お
お
い
〕
な
る
母
の
木
）
と
名
前
が
つ
き
ま
し
た
。
こ
の
森
で
最
も
人
気
の
あ
る

カ
ラ
マ
ツ
巨
木
の
一
つ
で
す
。
で
は
次
に
、
こ
の
森
の
ボ
ス
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
つ
い
て
来
て

く
だ
さ
い
。（
※
隣
に
戦
国
カ
ラ
マ
ツ
が
あ
る
が
コ
ー
ス
取
り
の
都
合
上
案
内
は
パ
ス
す
る
。）

⑥
ど
う
で
す
か
、
こ
の
圧
倒
的
な
存
在
感
。
こ
の
森
の
ボ
ス
・

草
薙
カ
ラ
マ
ツ
で
す
。
主
幹
の
上
部
は
枯
れ
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。
真
ん
中
に
大
き
な
裂
け
目
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
雷
の
仕
業
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
だ
け
の
巨
体
で
す
か
ら
、
根
の
量
は
相
当
な
も
の

の
は
ず
で
、
こ
の
根
を
養
う
だ
け
の
光
合
成
を
す
る
た
め
に
は
か
な
り

の
葉
が
必
要
で
す
。
主
幹
が
枯
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
周
り
の
枝
が
す
ぐ

さ
ま
主
幹
の
代
わ
り
に
な
っ
て
、
大
き
く
成
長
し
た
く
さ
ん
の
葉
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。
と
て
も
個
性
的
な
樹
形
で
す
が
、
こ
の
個
性
が
な
か
っ
た
ら
、
と
っ
く
に
枯
れ
て
し
ま
っ
て

い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
木
の
後
ろ
側
に
は
、
ひ
こ
ば
え
の
よ
う
な
も
の
も
見
ら
れ
ま
す
。
ひ

こ
ば
え
が
で
き
る
理
由
は
、
そ
の
樹
木
の
本
体
が
弱
っ
て
し
ま
っ
た
時
に
、
木
が
根
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
保
つ
た
め
に
新
た
な
地
上
部
と
し
て
伸
ば
し
て
く
る
場
合
と
、
も
う
一
つ
は
そ
の
木
が
生
命

力
に
満
ち
溢
れ
て
過
ぎ
て
、ど
う
し
よ
う
も
な
く
出
し
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

ど
ち
ら
と
も
言
え
そ
う
で
す
が
、
こ
の
巨
木
の
立
ち
姿
は
生
命
そ
の
も
の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
こ
の
草
薙
カ
ラ
マ
ツ
は
、
公
式
記
録
で
は
直
径
１
３
０
セ
ン
チ
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
み
て
も
も
っ
と
大
き
く
見
え
ま
す
が
、
こ
の
木
が
斜
面
上
に
立
っ
て
い
て
、
山
側
の
地
面
か

ら
１
３
０
セ
ン
チ
の
場
所
で
計
測
す
る
ル
ー
ル
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
根
回
り
と
い
う
か
、
腹

回
り
で
は
直
径
１
５
０
セ
ン
チ
で
は
き
か
な
い
で
し
ょ
う
。
地
上
部
80
セ
ン
チ
で
計
測
し
た
ら
日

本
一
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
…
さ
あ
、
こ
の
カ
ラ
マ
ツ
が
今
後
有
名
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
根

や
樹
皮
を
傷
め
る
と
い
う
理
由
で
、
次
に
来
た
時
に
は
柵
が
設
け
ら
れ
、
触
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
日
、
し
っ
か
り
と
触
っ
て
挨
拶
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑦
さ
て
、
こ
の
木
も
、
暴
れ
ん
坊
の
遺
伝
子
を
持
つ
カ
ラ
マ
ツ
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
私
は
、
と
て
も
こ
の
木
か

ら
訴
え
る
も
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
も
し
か
し
た
ら
、
こ
の
病

巣
か
ら
放
っ
て
い
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
は
、
カ
ラ

マ
ツ
の
が
ん
し
ゅ
病
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
何
か
別
の

病
気
が
見
ら
れ
ま
す
。
黄
色
く
見
え
る
の
は
松
脂
で
、
こ
れ
ら
の
病
気

に
打
ち
勝
と
う
と
、
戦
っ
て
い
る
最
中
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

⑧
樹
木
の
周
り
の
雪
が
、
無
く
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
い
っ
た
い
ど
う
し

て
で
し
ょ
う
か
？
以
前
、
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
会
の
メ
ー
リ
ン

グ
リ
ス
ト
で
、木
が
生
き
て
い
る
か
ら
…
と
い
う
説
明
を
す
べ
き
か
ど
う
か
？

…
と
い
う
の
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
私
も
で
き
れ
ば
そ
う
い
う
話
を
し
た
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い
の
で
す
が
、
今
回
は
科
学
的
に
お
話
を
し
ま
す
。
ま
ず
一
つ
は
、
風
の
影
響
で
す
。
横
風
が
樹

木
に
ぶ
つ
か
る
と
、
左
右
だ
け
で
は
な
く
下
に
も
巻
き
込
み
ま
す
。
風
の
力
で
地
面
の
雪
が
掘
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、直
射
日
光
を
受
け
て
暖
ま
っ
た
樹
幹
か
ら
の
放
熱
と
、

日
射
を
受
け
た
樹
幹
か
ら
の
反
射
光
で
、
木
の
周
り
の
雪
が
解
け
た
の
で
す
。

⑨
さ
て
、
こ
の
カ
ラ
マ
ツ
は
こ
の
付
近
で
は
ひ
と
き
わ
大
き
く
、

目
立
っ
て
い
ま
す
。
樹
皮
の
様
子
が
、
周
り
の
も
の
と
は
違
っ

て
い
ま
す
ね
。
樹
木
の
年
齢
は
見
た
目
で
は
樹
皮
で
見
る
と
い
い
ま
す

か
ら
、
こ
の
木
も
相
当
な
老
木
で
す
。
太
さ
の
揃
っ
て
い
る
木
は
恐
ら

く
明
治
３
年
（
１
８
７
０
年
）
に
植
え
た
１
３
８
年
生
の
も
の
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
マ
ザ
ー
ツ
リ
ー
は
３
０
０
歳
は
数
え
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
体
の
あ
ち
こ
ち
に
、
白
い
キ
ノ
コ
が
出
て
き
ま
し

た
。
キ
ノ
コ
は
、
菌
類
が
胞
子
形
成
の
た
め
に
作
る
、
複
合
的
な
構
造

で
、
専
門
的
に
は
子
実
体
（
し
じ
っ
た
い
）
と
い
い
ま
す
。
要
す
る
に
菌
類
に
お
け
る
キ
ノ
コ
と

は
、
植
物
の
世
界
で
い
え
ば
花
の
部
分
で
、
種
に
あ
た
る
の
が
胞
子
で
す
。
菌
は
胞
子
を
伝
播
し

子
孫
を
増
や
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
だ
け
の
キ
ノ
コ
を
つ
け
る
た
め
に
は
、
こ
の
カ
ラ
マ
ツ
の

中
は
も
う
菌
糸
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
樹
木
の
花
で
も
菌
の
キ
ノ
コ
の

世
界
で
も
、
種
を
植
え
た
ら
来
年
す
ぐ
に
花
や
キ
ノ
コ
が
咲
く
の
で
は
な
く
、
子
孫
（
種
・
胞
子
）

を
作
る
準
備
が
で
き
体
に
栄
養
が
し
っ
か
り
蓄
え
ら
れ
て
か
ら
咲
く
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の

木
は
も
う
瀕
死
の
重
体
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
か
？
も
し
、
こ
の
木
が
街
中
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
囲
ま

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
木
だ
と
し
た
ら
、
不
敏
で
不
敏
で
何
と
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
場

合
だ
と
、
私
は
か
わ
い
そ
う
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
こ
の
木
が
仮
に
３
０
０
歳
だ
と
し
て
、
も
う

３
０
０
年
も
の
間
、
た
く
さ
ん
の
子
供
達
（
種
）
を
つ
く
り
、
ば
ら
撒
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
木

の
周
り
は
自
分
の
子
供
達
で
い
っ
ぱ
い
な
の
で
す
。
上
を
見
上
げ
れ
ば
人
間
が
枝
を
切
っ
て
種
を

採
っ
た
跡
も
よ
く
残
っ
て
い
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
群
馬
県
中
で
彼
女
の
子
供
が
育
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
彼
女
に
と
っ
て
、
も
う
種
を
つ
け
る
力
を
無
く
し
て
し
ま
っ
た
と
し
た
な
ら
、

自
分
の
子
供
達
の
た
め
に
早
く
枯
れ
て
日
光
を
与
え
、
菌
に
分
解
さ
れ
て
養
分
に
な
っ
て
あ
げ
た

い
の
で
す
。
標
高
１
８
０
０
m
の
万
座
温
泉
で
は
冬
は
冷
凍
庫
、
短
い
夏
に
は
穿
孔
虫
や
菌
の
種

類
も
少
な
く
、
立
ち
枯
れ
た
ら
そ
の
ま
ま
１
０
０
年
も
立
ち
続
け
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
で
は
、
子
供
た
ち
が
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
発
芽
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
森
林
生
態
系
の
中

で
は
、
樹
木
と
菌
は
共
生
関
係
を
結
ん
で
お
り
、
菌
に
や
ら
れ
て
い
る
く
ら
い
の
こ
と
で
は
な
ん

ら
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
。
…
だ
か
ら
、
こ
の
木
に
は
、
こ
う
言
っ
て
、
や
さ
し
く
撫
で

て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。「
今
ま
で
ご
苦
労
様
で
し
た
」
と
。

⑩
し
ば
ら
く
歩
き
ま
し
た
ね
。
さ
あ
、
こ
こ
は
と
て
も
見
晴
ら
し

が
良
い
で
す
ね
。
こ
こ
の
地
史
を
風
景
か
ら
読
み
取
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
あ
の
山
の
間
に
、
木
の
生
え
て
い
な
い
ガ
レ
地
の

山
が
見
え
ま
す
ね
。
あ
れ
は
本
白
根
山
山
頂
付
近
の
崩
壊
地
で
す
。
あ

の
真
下
あ
た
り
に
、
硫
化
水
素
ガ
ス
が
発
生
し
て
い
る
危
険
な
場
所
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
数
百
年
前
、
硫
黄
を
含
ん
だ
土
砂
が
、
こ
の

本
白
根
沢
を
埋
め
尽
く
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
噴
火
な
の
か

土
石
流
な
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
付
近
で
は
噴
火
の
た
め
に

酸
性
土
と
な
っ
た
場
所
で
は
、
ま
ず
は
カ
ラ
マ
ツ
の
一
斉
林
と
な
り
ま
す
。
草
津
白
根
山
や
浅
間

山
で
も
そ
う
な
っ
て
い
ま
す
。
カ
ラ
マ
ツ
は
、
最
も
酸
性
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
樹
種
で
す
。

　

次
に
逆
側
の
山
を
見
て
く
だ
さ
い
。
鬱
蒼
と
し
た
暗
い
森
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
日
、
最
初
に

香
り
を
紹
介
し
た
シ
ラ
ビ
ソ
や
ト
ウ
ヒ
な
ど
の
森
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
の
よ
う
な
成
熟
し
た
暗

い
森
は
、
こ
こ
い
ら
で
は
撹
乱
後
１
０
０
０
年
位
経
た
な
い
と
成
立
し
ま
せ
ん
。
こ
の
本
白
根
沢

も
、
あ
の
よ
う
な
鬱
蒼
と
し
た
森
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

次
に
正
面
左
側
に
あ
る
林
を
見
て
く
だ
さ
い
。
あ
れ
は
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
一
斉
林
で
す
。
美
し
い

林
で
し
ょ
う
。
ダ
ケ
カ
ン
バ
も
、
撹
乱
が
あ
る
と
一
斉
に
生
え
て
く
る
樹
木
で
す
。
し
か
し
、
す

ぐ
隣
は
カ
ラ
マ
ツ
林
と
な
り
、
こ
ち
ら
は
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
撹
乱
の
有

様
が
違
っ
て
い
た
の
で
す
。
向
こ
う
は
酸
性
土
壌
に
な
る
要
素
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
そ

う
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
恐
ら
く
、
左
上
の
沢
が
土
砂
崩
れ
を
起
こ
し
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
万
座
で
は
、
水
が
関
係
し
て
土
砂
崩
れ
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
一
斉
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林
に
な
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。
左
上
の
沢
上
部
も
少
し
歩
い
て
み
ま
し
た
が
、
や
は
り
、
鬱
蒼

と
し
た
成
熟
し
た
森
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
上
部
に
硫
化
水
素
ガ
ス
発
生
地
点
な
ど
の
、
酸
性

に
な
る
要
素
も
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、
私
た
ち
が
立
っ
て
い
る
こ
の
場
所
に
は
、
木
が
生
え
て
い
な
い
の
は
ど
う

し
た
こ
と
で
し
ょ
う
…
？
こ
れ
は
、
夏
の
間
に
確
か
め
て
お
き
ま
し
た
。
あ
の
低
い
と
こ
ろ
に
は

湿
原
が
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
付
近
は
水
が
溜
ま
る
と
こ
ろ
で
、
湿
原
は
も
っ
と
大
き
か
っ
た
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
水
位
が
高
い
と
、
樹
木
は
根
が
呼
吸
で
き
な
く
な
る
の
で
生
え
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
植
物
の
生
命
パ
ワ
ー
の
源
は
、
根
に
あ
る
の
で
す
か
ら
。

　

…
こ
の
よ
う
に
、
天
然
林
で
は
、
撹
乱
に
よ
り
森
林
遷
移
の
途
中
相
が
パ
ッ
チ
の
よ
う
に
存
在

し
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
ら
は
モ
ザ
イ
ク
状
に
点
在
す
る
…
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
あ
、
進
み
ま
し
ょ
う
。
あ
の
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
の
中
心
に
は
、
こ
の
コ
ー
ス
で
２
番
目
に
紹
介

し
た
い
樹
木
が
あ
り
ま
す
。⑪

ど
う
で
す
か
、
こ
の
木
は
「
し
な
や
樹
（
ぎ
）」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
沢
が
崩
れ
た
と
き
に
、
幾
つ
か
の
大
き
な
木
が
残
り
ま
し

た
。
そ
の
一
本
で
す
。（
私
の
予
想
で
は
明
治
43
年
の
大
水
の
時
に
関

係
し
て
い
る
の
で
は
？
…
と
考
え
て
い
ま
す
。）
撹
乱
の
跡
地
で
、
し

な
や
樹
の
樹
冠
で
日
陰
に
な
っ
て
い
な
い
場
所
に
落
下
し
た
種
は
一
斉

に
発
芽
し
、
母
親
を
ド
ー
ナ
ツ
状
に
囲
む
よ
う
に
育
っ
て
い
き
ま
し
た
。

自
分
の
子
供
達
に
万
座
の
強
風
か
ら
護
ら
れ
た
母
親
は
気
持
ち
良
さ
そ

う
に
腕
を
い
っ
ぱ
い
に
伸
ば
し
、
そ
の
し
な
や
か
さ
を
魅
せ
つ
け
て
い
ま
す
。
い
く
ら
曲
げ
に
強

い
ダ
ケ
カ
ン
バ
で
も
、
こ
こ
ま
で
枝
の
伸
び
た
も
の
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
は
、し
な
や
樹
の
横
に
お
回
り
く
だ
さ
い
。こ
こ
を「
悟
り
の
場
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。こ
こ
で
、

私
が
万
座
の
山
で
採
っ
て
き
た
カ
バ
ノ
ア
ナ
タ
ケ
茶
を
ご
馳
走
し
ま
し
ょ
う
。
カ
バ
ノ
ア
ナ
タ
ケ

と
は
シ
ラ
カ
バ
や
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
、
な
ぜ
か
枝
折
れ
の
穴
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
出
る
サ
ル
ノ
コ
シ

カ
ケ
で
す
。
真
っ
黒
い
固
ま
り
で
、
ノ
ミ
と
金
槌
を
使
い
採
っ
て
き
ま

す
。
直
径
５
セ
ン
チ
程
の
固
ま
り
を
、
や
か
ん
で
水
か
ら
一
緒
に
煮
て
、

３
０
分
く
ら
い
弱
火
で
煮
ま
し
た
。
ガ
ン
に
効
く
と
話
題
の
キ
ノ
コ
で
、

１
０
０
グ
ラ
ム
２
５
０
０
円
位
で
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
杯
百
円
位

の
価
値
は
あ
り
ま
す
。
売
店
の
お
奨
め
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
菓
子
と
一
緒

に
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。
休
憩
し
な
が
ら
、
し
な
や
樹
の
、
別
の

ス
ト
ー
リ
ー
を
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

　

し
な
や
樹
は
、
シ
ラ
ビ
ソ
と
抱
き
合
わ
せ
の
木
だ
っ
た
の
で
す
。
普

通
こ
れ
だ
け
傾
い
て
い
る
と
両
側
に
倒
れ
て
し
ま
う
も
の
で
す
が
、
根

が
絡
み
合
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
で
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
の
で
す
。

針
葉
樹
（
シ
ラ
ビ
ソ
）
の
ほ
う
は
傾
い
て
も
ま
だ
、
真
っ
直
ぐ
で
三
角

錐
の
樹
形
を
保
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
頑
固
で
す
ね
！
そ
し
て
揮
発
性

物
質
で
敵
を
殺
そ
う
と
し
ま
す
。
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
ほ
う
は
、ど
う
で
し
ょ

う
か
、
う
ま
く
針
葉
樹
の
枝
振
り
を
避
け
て
、
外
側
か
ら
包
み
込
む
よ

う
に
別
の
場
所
に
伸
び
て
い
ま
す
。
し
な
や
か
な
の
は
樹
体
だ
け
で
な

く
、
考
え
方
も
の
よ
う
で
す
。
あ
な
た
で
し
た
ら
、
ど
ち
ら
を
男
性
、
ど
ち
ら
を
女
性
に
見
立
て

ま
す
か
？

⑫
い
か
が
で
す
か
、
凄
い
ね
じ
れ
た
ダ
ケ
カ
ン
バ
で
し
ょ
う
？
こ

の
姿
を
見
る
と
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
は
本
当
に
雪
圧
に
耐
え
る
よ
う

に
進
化
し
た
の
だ
な
と
思
い
ま
す
。
こ
の
木
の
名
前
は
「
ヨ
ガ
の
木
」

と
い
い
ま
す
。
ぴ
っ
た
り
の
名
前
で
す
ね
。
こ
の
木
も
、思
わ
ず
ス
ト
ー

リ
ー
を
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
土
砂
崩
れ
が
起
こ
っ
た
際
に
、
右
に
あ

る
ダ
ケ
カ
ン
バ
が
「
ヨ
ガ
の
木
」
に
倒
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
枝
が

大
き
く
ね
じ
ら
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
ま
ま
う
ま
く
固
ま
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
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⑬
皆
さ
ん
、
あ
の
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
幹
の
高
ー
い
と
こ
ろ
、
地
上

15
ｍ
位
の
と
こ
ろ
に
、
黒
い
固
ま
り
が
あ
る
の
が
わ
か
り
ま

す
か
？
あ
れ
が
、
幻
の
キ
ノ
コ
、
カ
バ
ノ
ア
ナ
タ
ケ
で
す
。
で
は
、
あ

の
ダ
ケ
カ
ン
バ
は
カ
バ
ノ
ア
ナ
タ
ケ
に
や
ら
れ
て
悲
し
ん
で
い
る
で

し
ょ
う
か
？
除
去
し
た
ほ
う
が
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
も
う
、
お
分
か

り
で
す
よ
ね
。
天
然
林
で
は
、
自
然
の
営
み
に
任
せ
る
の
が
一
番
良
い

の
で
す
。

⑭
こ
の
カ
ラ
マ
ツ
も
、
立
派
な
カ
ラ
マ
ツ
で
す
ね
。
直
径
は
94

ｃ
ｍ
あ
り
ま
し
た
。
真
っ
直
ぐ
な
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
見

上
げ
て
み
れ
ば
、
暴
れ
ん
坊
の
遺
伝
子
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
こ
の
カ
ラ
マ
ツ
は
、
幹
が
パ
ッ
ク
リ
割
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

が
特
徴
で
す
。
覗
い
て
み
る
と
、黄
色
い
松
脂
が
充
満
し
て
い
ま
す
ね
。

樹
木
は
木
部
に
つ
い
た
傷
を
修
復
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
松
脂
で

傷
面
を
し
っ
か
り
コ
ー
ト
し
て
殺
菌
・
防
虫
処
理
を
し
た
後
は
、
樹
皮

と
木
部
の
間
に
あ
る
形
成
層
が
両
側
か
ら
膨
ら
ん
で
き
て
割
れ
目
の
外

側
を
塞
い
で
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
裂
け
た
内
部
は
こ
の
ま
ま
で
、
外
側
が
新
た
な
組

織
で
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
く
の
で
す
。
…
こ
の
裂
け
方
は
、
凍
裂
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
冷
え
込
ん

だ
日
の
夜
明
け
前
は
、
万
座
で
は
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
20
℃
よ
り
下
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
樹
木

は
冬
は
樹
液
濃
度
を
上
げ
、
耐
凍
性
を
高
め
る
の
で
す
が
、
晴
天
の
日
は
日
中
暖
か
く
て
も
夜
は

放
射
冷
却
で
急
激
に
冷
え
込
み
、
激
し
く
膨
張
し
割
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

⑮
さ
て
、
ま
た
ま
た
ク
セ
の
強
い
カ
ラ
マ
ツ
が
出
て
き
ま
し
た
。

こ
の
カ
ラ
マ
ツ
は
「
龍
顔
の
松
」
と
い
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら

見
る
と
、
日
本
む
か
し
話
に
出
て
き
た
龍
に
、
な
ん
と
な
く
似
て
い

ま
せ
ん
か
？
お
行
儀
の
悪
さ
で
は
こ
の
カ
ラ
マ
ツ
が
一
番
で
し
ょ
う
。

自
分
の
枝
同
士
が
交
差
し
合
っ
て
、
貫
い
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す

か
ら
。
太
さ
も
直
径
１
３
０
cm
程
あ
り
ま
す
。
幹
の
下
の
ほ
う
に
大

き
な
傷
が
あ
り
、
菌
に
侵
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
の
で
、
こ
こ
か
ら
弱
っ
て
い
く
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

⑯
こ
の
立
ち
枯
れ
の
木
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
穿
孔
虫
に
よ
る
穴

が
た
く
さ
ん
開
い
て
い
ま
す
。
こ
の
木
の
樹
種
は
、
わ
か
り

ま
す
か
？
今
日
の
解
説
で
出
て
き
た
木
で
す
。
…
カ
ラ
マ
ツ
？
ブ
ブ
ー
。

残
念
で
し
た
。
こ
の
木
は
、
シ
ラ
ビ
ソ
で
す
。
枝
の
と
こ
ろ
に
樹
皮
が

少
し
残
っ
て
い
る
の
が
見
え
ま
せ
ん
か
？
シ
ラ
ビ
ソ
は
、
こ
の
よ
う
に

真
っ
直
ぐ
成
長
す
る
の
で
す
ね
。
…
で
は
、
こ
ち
ら
の
立
ち
枯
れ
の
木

は
、ど
う
で
す
か
？
ほ
ら
、凄
く
捩
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
カ
ラ
マ
ツ
は
、

こ
の
よ
う
に
捩
れ
な
が
ら
成
長
す
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
カ
ラ
マ
ツ

を
木
材
と
し
て
使
う
と
乾
燥
し
た
時
と
湿
度
が
高
い
時
と
で
大
き
な
狂
い
が
発
生
し
ま
す
。
そ
う

い
う
柱
を
私
は
見
た
事
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
カ
ラ
マ
ツ
は
結
局
木
材
と
し
て
は
取
り
扱
い
に

く
い
樹
種
だ
っ
た
よ
う
で
、
カ
ラ
マ
ツ
の
植
林
を
進
め
た
林
野
庁
に
対
し
て
さ
ん
ざ
ん
な
バ
ッ
シ

ン
グ
が
浴
び
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
当
時
誰
も
解
か
ら
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
…
と
こ
ろ
で
こ
の
カ
ラ
マ
ツ
は
ず
い
ぶ
ん
上
ま
で
枝
を
切
っ
て
い
ま
す
ね
。
も
し
か

し
た
ら
、
作
業
員
が
ノ
ル
マ
達
成
の
た
め
に
、
足
を
か
け
て
登
り
や
す
そ
う
に
枝
を
出
し
て
い
た

こ
の
木
を
選
び
、
一
番
上
ま
で
枝
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
見
殺
し
に
さ
れ
た

カ
ラ
マ
ツ
な
の
で
し
ょ
う
か
。⑰

こ
こ
は
ち
ょ
っ
と
し
た
隠
れ
家
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

針
葉
樹
の
大
木
に
囲
ま
れ
た
、
秘
密
基
地
の
よ
う
で
す
。
こ

こ
で
少
し
、
休
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
さ
て
、
今

日
は
、
秘
密
の
シ
ャ
ボ
ン
液
を
用
意
し
ま
し
た
。

こ
の
液
で
作
っ
た
シ
ャ
ボ
ン
玉
は
、
う
ま
く
い
っ

た
ら
、（
百
個
に
一
個
く
ら
い
は
、）
凍
っ
て
く
れ

る
は
ず
で
す
。
さ
て
、
誰
が
一
番
最
初
に
氷
の
シ
ャ

ボ
ン
玉
を
作
れ
る
か
な
…
？
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⑱
い
よ
い
よ
、
こ
の
ツ
ア
ー
も
終
盤
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
こ

こ
か
ら
は
、
下
り
斜
面
で
す
。
あ
の
力
こ
ぶ
を
持
っ
て
い
る
よ

う
な
象
徴
的
な
木
が
、
最
後
の
カ
ラ
マ
ツ
で
す
。
あ
そ
こ
ま
で
、
好
き

な
よ
う
に
雪
の
中
を
ダ
イ
ブ
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

⑲
こ
の
カ
ラ
マ
ツ
は
、
仁
王
カ
ラ
マ
ツ
と
い
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー

ス
の
門
番
の
よ
う
な
、
凄
ま
じ
い
姿
を
し
て
い
ま
す
ね
。
枝

と
い
う
枝
が
幹
に
な
り
た
が
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、
自
ら
の
可
能

性
の
芽
を
、
こ
の
よ
う
に
大
き
く
伸
ば
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
自

分
の
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
人
の
可
能
性
も
。
こ
の
カ
ラ
マ
ツ
は
も
し

可
能
な
ら
ば
下
の
枝
に
座
っ
て
見
て
く
だ
さ
い
。
記
念
撮
影
が
サ
マ
に

な
る
木
で
す
。

〔
本
部
に
連
絡
、
１
０
分
後
に
弦
ヶ
池
駐
車
場
で
待
ち
合
わ
せ
〕

⑳
最
後
に
、
こ
の
シ
ラ
カ
バ
、
７
ｍ
程
の
高
さ
の
と
こ
ろ
に
も
カ

バ
ノ
ア
ナ
タ
ケ
が
あ
り
ま
す
。
見
え
ま
す
か
？
そ
し
て
あ
そ
こ

に
見
え
る
の
は
、去
年
大
風
で
倒
れ
て
し
ま
っ

た
シ
ラ
カ
バ
で
す
。
あ
の
、
折
れ
た
と
こ
ろ

に
も
、
と
て
も
大
き
な
カ
バ
ノ
ア
ナ
タ
ケ
が

つ
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り
の
シ
ラ
カ

バ
は
、
寿
命
の
最
期
に
カ
バ
ノ
ア
ナ
タ
ケ
が

出
て
、
分
解
さ
れ
て
倒
れ
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

★
前
日
の
積
雪
が
多
か
っ
た
日
な
ど
は
、
先
頭
の
ラ
ッ
セ
ル
に
時
間
が

か
か
り
、
し
な
や
樹
か
ら
は
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
の
場
合
、
い
っ
た
ん
マ
ザ
ー
ツ
リ
ー
ま
で
元
来
た
道
を
戻
る
と
良

い
。
マ
ザ
ー
ツ
リ
ー
で
時
間
が
あ
る
よ
う
な
ら
、
隠
れ
場
所
か
ら
プ

ロ
グ
ラ
ム
再
開
。
な
け
れ
ば
仁
王
カ
ラ
マ
ツ
ま
で
省
略
。

★
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
参
加
人
数
が
多
い
場
合
は
、
こ
の

ツ
ア
ー
の
ご
案
内
自
体
が
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
と
、
材
料

や
容
器
、
ス
ト
ロ
ー
の
準
備
な
ど
で
実
施
が
難
し
い
。
３
組
６
名
く

ら
い
ま
で
な
ら
対
応
可
能
。
作
り
方
は
「
雪
遊
び
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

に
よ
る
と
合
成
洗
剤
：
洗
濯
糊
：
水
を
、
１
：
３
：
６
の
割
合
で
混

ぜ
る
と
あ
る
。
筆
者
は
通
常
の
シ
ャ
ボ
ン
液
に
洗
濯
糊
を
混
ぜ
て
使

用
し
た
が
、
シ
ャ
ボ
ン
液
：
洗
濯
糊
を
６
：
４
～
５
：
５
ほ
ど
で
は
、

１
０
０
個
中
一
個
位
し
か
凍
ら
な
か
っ
た
。

〔
参
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献
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